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・青年中央会 視察研修を実施しました！　〜沖縄県中小企業青年中央会〜　　　　
・インボイス対策・団体協約等による価格転嫁対策等のため専門家の派遣、講習会の開催を支援します！
・令和7年度 中央会補助事業のご案内　　　
・令和7年度 本会通常総会における被表彰候補者の推薦方について
・オススメ書籍のご紹介
・沖縄県中小企業団体中央会事務局機構図　　　
・自動車共済［集団団体制度］のご提案！　〜西日本自動車共済協同組合〜　　　
・ものづくり補助金19次締切分公募について　　
・中小企業省力化投資補助金　　
・【会員専用】決算関係書類様式集の活用について　　
・中小企業組合検定試験合格者発表
・組合士試験１問１答　　　
・沖縄県内各業界別の景況動向（2月）　　　
・4月の本会行事予定表
・組合Q&A
・泡盛の魅力再発見　　
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今月の
表紙

組合の事業や特色ある取組、社会貢献
活動やボランティア活動など、皆様の活
動を多くの方々へPRしたいと考えてお
ります。掲載したい情報がございました
らお気軽にご連絡ください。

　本誌の発行につきましては、広告掲載料に
負うところが大きく、内容の充実を図るために
も皆様のご協力を必要としております。
　本誌は、年12回、毎月3,000部発行し、本会
会員組合・組合員をはじめ、県内の行政機関、
商工会・金融機関や全国の各中小企業団体中
央会等に配布しており、広告や記事等の情報
掲載による組合（企業）の宣伝効果には大き
なものがあると思います。

◎広告募集

■問合せ先  沖縄県中小企業団体中央会 総務部 情報課
TEL：098-860-2525　　FAX：098-862-2526
Mail：joho@ocnet.or.jp
本会HP：https://www.ocnet.or.jp/
中小企業だよりのバックナンバー版
ＵＲＬ：https://my.ebook5.net/ocnet/

「中小企業だより」令和6年４月号～令和7年３月号表紙紹介

　本会の機関紙『中小企業だより』は昭和44
年に発行以来、今回で603号目の発行となりま
した。
　誌面では、会員組合及び組合員が取り組む
事業活動や補助事業・助成事業など中小企業
のニーズに添った情報を提供しております。
　また、表紙については、組合事業活動の写
真やイラストを掲載し、組合の広報活動の一
助とさせていただいております。
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「三線」伝統工芸士に２人認定「三線」伝統工芸士に２人認定
～沖縄県三線製作事業協同組合～～沖縄県三線製作事業協同組合～

　

沖
縄
県
三
線
製
作
事
業
協
同

組
合(

渡
慶
次
道
政
理
事
長)

は
、

令
和
７
年
３
月
４
日
に「
三
線
」伝

統
工
芸
士
認
定
書
の
交
付
式
を
組

合
事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
三
線
」伝
統
工
芸
士
は
、
一
般

財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振

興
協
会
が
伝
産
法
に
基
づ
い
て
開

催
し
て
い
る
伝
統
工
芸
士
認
定
試

験
に
お
い
て
、
産
地
で
の
実
務
経

験
12
年
以
上
の
現
役
従
事
者
を
対

象
に
、
伝
統
的
な
技
術
・
技
法
に

熟
練
し
た
従
事
者
に
実
技
・
知
識
・

面
接
試
験
を
実
施
し
、
合
格
し
た

者
を「
伝
統
工
芸
士
」と
し
て
称
号

を
付
与
し
ま
す
。

　

今
回
、
認
定
者
は
金
城
武
一
氏

（
金
城
三
線
店
）、新
垣
清
昻
氏（
新

垣
三
味
線
店
）と
な
り
、
昨
年
に

続
き
、
三
線
組
合
か
ら
三
線
伝
統

工
芸
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

認
定
者
に
は
今
後
さ
ら
な
る
技

術
向
上
と
産
地
振
興
に
貢
献
し
、

後
進
の
育
成
に
尽
力
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
支
援
課　

與
那
嶺
匡
）

三線伝統工芸士に認定された
新垣 清昻 氏(左側)、金城 武一 氏(右側)

官公需適格組合証明を更新官公需適格組合証明を更新
～沖縄県赤瓦事業協同組合～～沖縄県赤瓦事業協同組合～

　

沖
縄
県
赤
瓦
事
業
協
同
組
合

（
八
幡
昇
理
事
長
）は
、
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
よ
り
官
公
需
適
格

組
合
と
し
て
の
証
明（
物
品
納
入

等
）を
更
新
し
、
３
月
４
日（
火
）

に
玉
城
京
子
中
小
企
業
課
長
よ
り

証
明
書
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
付
式
後
は
、
玉
城
京
子
課
長

と
中
小
企
業
課
経
営
強
化
専
門

官
・
下
請
代
金
検
査
官
の
大
田
定

氏
と
、
組
合
の
八
幡
昇
理
事
長
、

當
山
勝
事
務
局
長
を
交
え
て
意
見

交
換
を
実
施
。
首
里
城
の
復
元
に

向
け
て
の
状
況
や
官
公
需
適
格
組

合
制
度
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

八
幡
昇
理
事
長
は
、「
当
業
界

で
は
、
人
手
不
足
の
問
題
や
後
継

者
育
成
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
直

面
し
て
い
る
。
地
域
経
済
の
発
展

に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
内
の
公
共

施
設
等
で
県
産
品
の
赤
瓦
を
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
や
市
町

村
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

（
情
報
課　

吉
浜
和
希
）

玉城課長（左）より証明書交付を受ける
八幡昇理事長

新システムを導入して売上拡大と業務効率化！新システムを導入して売上拡大と業務効率化！
～沖縄県中古自動車販売商工組合～～沖縄県中古自動車販売商工組合～

　

沖
縄
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工

組
合（
仲
田
裕
治
理
事
長
）は
、
中

古
自
動
車
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
活
性
化

と
業
務
効
率
化
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
令
和
６
年
度
中
小
企
業
組

合
等
課
題
対
応
支
援
事
業（
組
合

等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

等
開
発
事
業
）補
助
金
に
採
択
さ

れ
、
令
和
６
年
８
月
に
新
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

長
年
、
組
合
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
、
中
古
自
動
車
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
市
場
拡

大
と
業
務
効
率
化
を
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
っ
て
実
現
。
新
た

な
市
場
の
取
り
込
み
が
可
能
と
な

り
、
取
引
拡
大
、
成
約
金
額
の
上

昇
が
期
待
さ
れ
、
結
果
、
組
合
員

の
増
収
や
事
業
収
益
の
改
善
に
つ

な
が
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
後
の
手

作
業
や
人
を
介
し
た
業
務
も
効
率

化
さ
れ
、
組
合
職
員
の
残
業
時
間

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
支
援
課　

與
那
嶺
匡
）中古自動車オークション会場

今月の
表紙

組合の事業や特色ある取組、社会貢献
活動やボランティア活動など、皆様の活
動を多くの方々へPRしたいと考えてお
ります。掲載したい情報がございました
らお気軽にご連絡ください。

　本誌の発行につきましては、広告掲載料に
負うところが大きく、内容の充実を図るために
も皆様のご協力を必要としております。
　本誌は、年12回、毎月3,000部発行し、本会
会員組合・組合員をはじめ、県内の行政機関、
商工会・金融機関や全国の各中小企業団体中
央会等に配布しており、広告や記事等の情報
掲載による組合（企業）の宣伝効果には大き
なものがあると思います。

◎広告募集

■問合せ先  沖縄県中小企業団体中央会 総務部 情報課
TEL：098-860-2525　　FAX：098-862-2526
Mail：joho@ocnet.or.jp
本会HP：https://www.ocnet.or.jp/
中小企業だよりのバックナンバー版
ＵＲＬ：https://my.ebook5.net/ocnet/

「中小企業だより」令和6年４月号～令和7年３月号表紙紹介

　本会の機関紙『中小企業だより』は昭和44
年に発行以来、今回で603号目の発行となりま
した。
　誌面では、会員組合及び組合員が取り組む
事業活動や補助事業・助成事業など中小企業
のニーズに添った情報を提供しております。
　また、表紙については、組合事業活動の写
真やイラストを掲載し、組合の広報活動の一
助とさせていただいております。



今までも　これからも　未来へつなげる街づくりのために

〒905-0006 沖縄県名護市字宇茂佐1703-10　TEL（0980）52-3129　FAX（0980）52-6447
E-mail : hokubunamakon@woody.ocn.ne.jp　URL：https://www.hokubu-namakon.com/

理事長　　島　袋　　等

沖縄北部地区生コンクリート協同組合
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仲間と乗り越える‼︎100kmチャレンジキャンプ仲間と乗り越える‼︎100kmチャレンジキャンプ
～キャンプ沖縄事業協同組合～～キャンプ沖縄事業協同組合～

　

キ
ャ
ン
プ
沖
縄
事
業
協
同
組
合

（
下
地
正
敏
理
事
長
）は
、
令
和
6

年
12
月
26
日
か
ら
6
泊
7
日
の
日

程
で「100km

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ

ン
プ
」を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象

は
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

で
、
14
名（
男
の
子
・
女
の
子
同

数
7
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

名
護
市
民
ビ
ー
チ
を
出
発
し
、

北
部
地
区
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
ビ
ー

チ
を
経
由
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の

古
宇
利
島
を
目
指
し
ま
し
た
。
道

中
で
は
テ
ン
ト
泊
や
ビ
バ
ー
ク
を

行
い
、
仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら

100km

を
歩
き
抜
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
課
題
を

抱
え
る
社
会
で
生
き
抜
く
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
回
で
5
回

目
。
参
加
者
か
ら
は
、「
足
に
豆

が
で
き
て
辛
か
っ
た
が
、
仲
間
で

助
け
合
い
な
が
ら
無
事
に
歩
き
切

る
こ
と
が
で
き
た
」と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

今
年
も
開
催
予
定
で
す
。

（
情
報
課　

吉
浜
和
希
）国道沿いを移動する子どもたちとスタッフ

首里染織館suikara３周年祭を開催します！首里染織館suikara３周年祭を開催します！
～那覇伝統織物事業協同組合、琉球びんがた事業協同組合～～那覇伝統織物事業協同組合、琉球びんがた事業協同組合～

　

那
覇
伝
統
織
物
事
業
協
同
組
合（
吉

浜
博
子
理
事
長
）、
琉
球
び
ん
が
た
事

業
協
同
組
合（
宮
城
守
男
理
事
長
）が
運

営
に
関
わ
る
首
里
染
織
館suikara

で

は
、４
月
27
日（
日
）
～
５
月
５
日（
月
）

ま
で
３
周
年
祭
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

４
月
27
日（
日
）の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

か
わ
き
り
に
、
三
線
体
験
、
琉
球
舞
踊

と
ア
ッ
チ
ャ
メ
ー
教
室
、
浴
衣
体
験
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

５
月
３
日（
土
）に
は
、
琉
球
古
典
音

楽
の
新
し
い
カ
タ
チ
と
デ
ザ
イ
ン
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
歌
三
線
と
フ
ル
ー
ト
演
奏

も
行
な
わ
れ
ま
す
。
衣
装
協
力（
那
覇

伝
統
織
物
事
業
協
同
組
合
）

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
、
予
約
等
は
首

里
染
織
館suikara

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
下
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
伝
統
技
術
へ
触
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
総
務
課　

狩
俣
奈
緒
美
）

※入場無料ですが、体験プログラムは一部有料です。
【お問合せ先】

首里染織館suikara　那覇市首里当蔵町2-16　TEL：098-917-6030



新鮮で安全・安心な青果物を供給する

https://nahaseika.jp
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鉄骨製造工場の技術向上へ！専門講習会を開催鉄骨製造工場の技術向上へ！専門講習会を開催
～協同組合沖縄県鉄構工業会～～協同組合沖縄県鉄構工業会～

　

協
同
組
合
沖
縄
県
鉄
構
工
業
会

（
大
城
克
哉
理
事
長
）は
、
鉄
骨
製

造
工
場
の
安
全
性
向
上
と
技
術
力

強
化
を
目
的
に
、
専
門
講
習
会
を

２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
月
6
日（
木
）に
行
わ
れ
た

「
ク
レ
ー
ン
ホ
イ
ス
ト
・
サ
ド
ル

講
習
会
」で
は
、
天
井
・
橋
形
ク

レ
ー
ン
等
の
図
面
作
成
や
保
守
点

検
に
携
わ
る
41
名
が
参
加
し
、
2

社
の
メ
ー
カ
ー
技
術
者
に
よ
る
実

践
的
な
解
説
に
、
参
加
者
は
真
剣

な
表
情
で
受
講
し
ま
し
た
。

　

3
月
15
日（
土
）に
は「
溶
解
亜

鉛
メ
ッ
キ
高
力
ボ
ル
ト
接
合
講
習

会
」を
開
催
。 

施
工
技
術
者
・
技

能
者
71
名
が
参
加
、
県
単
独
開
催

は
数
十
年
ぶ
り
と
な
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

接
合
技
術

の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
が
詳
し
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
鉄
骨
業
界
の
安
全
性
向

上
、
施
工
品
質
確
保
の
た
め
、
技

術
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う

で
す
。　
（
支
援
課　

湧
川
六
枝
）

〜沖縄県コンクリート製品協同組合〜

組合通信組合通信
　

沖
縄
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
協
同
組
合（
津
波
古
充
理
事
長
）

は
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
名
称

を『
沖
縄
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

協
同
組
合
』に
変
更
し
ま
す
。

　

昭
和
54
年
10
月
に
設
立
し
、
46

年
目
を
迎
え
、
現
在
、
組
合
員
10

社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
組
合
は
社
員
が
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
積
極
的
で
す
。

育
児
介
護
休
業
法
改
正
に
伴
い
、

子
の
看
護
休
暇
を
小
学
校
在
学
中

（
6
年
生
修
了
）と
し
、
拡
大
適
用

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
年
10
月
か
ら
施
行

の「
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
措
置
」と
し
て
、
始
業
開

始
時
刻
の
変
更
や
新
た
な
休
暇
の

付
与
を
今
年
1
月
か
ら
実
施
。
ま

た
、
努
力
義
務
で
あ
る
介
護
の
た

め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入
し
ま
し

た
。
従
業
員
を
募
集
中
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

沖
縄
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
㈿

☎
０
９
８
ー
８
９
８
ー
７
７
８
５

（
支
援
課　

真
喜
志
敏
）

組合HP
https://www.oki2con.com/

献血を通して社会貢献活動を行っています！献血を通して社会貢献活動を行っています！
～沖縄県生コンクリート工業組合 青年部～～沖縄県生コンクリート工業組合 青年部～

　

沖
縄
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

組
合
青
年
部（
赤
嶺
秀
樹
部
長
）は
、

３
月
７
日（
金
）に
沖
縄
県
生
コ
ン

会
館
に
て
献
血
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
青
年
部
設
立
当

初（
平
成
10
年
）か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
同
青
年
部
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
全
国
の
生
コ
ン
青
年
部

で
も
年
間
事
業
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
、
現
在
で
は
生
コ
ン
業
界
を

あ
げ
て
献
血
活
動
を
毎
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

献
血
は
、
病
気
や
け
が
な
ど
で

輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

た
め
に
、
自
分
の
血
液
を
無
償
で

提
供
す
る
非
常
に
意
義
の
高
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

当
日
は
午
前
9
時
よ
り
献
血
を

開
始
し
、
組
合
員
や
関
係
機
関
、

一
般
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
合

計
で
１
０
０
名
の
方
々
に
献
血
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
情
報
課　

吉
浜
和
希
）
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商店街創生セミナーを沖縄県で開催商店街創生セミナーを沖縄県で開催
～沖縄県商店街振興組合連合会～～沖縄県商店街振興組合連合会～

沖縄市と那覇市で補助金セミナーを実施沖縄市と那覇市で補助金セミナーを実施
～沖縄県商店街振興組合連合会～～沖縄県商店街振興組合連合会～

　

全
国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

主
催
の
令
和
６
年
度
商
店
街
創
生

セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
18
日（
火
）と
19

日（
水
）に
オ
リ
オ
ン
ホ
テ
ル
那
覇

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
か
ら
は
、
な
は
ま
ち

ぐ
ゎ
ー
青
年
部
を
中
心
に
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
初
日
は
、
協
働
促
進
社

代
表
プ
ロ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

平
井
雅
氏
の
進
行
に
よ
り
、『
沖

縄
で
商
店
街
の
未
来
の
コ
ト
を
話

そ
う
』を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後

懇
親
会
を
国
際
通
り
屋
台
村
で
開

催
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
成
果

を
さ
ら
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
研
修
で
は
、
那
覇
市

国
際
通
り
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
理
事
の
和
田
紘
明
氏
よ
り
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の

講
演
等
が
行
わ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
る
研
修
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

（
支
援
課　

上
原
幸
太
）

　

沖
縄
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会（
真
喜
屋
稔
理
事
長
）は
、
３
月

4
日（
火
）に
沖
縄
市
、
７
日（
金
）

に
那
覇
市
で
～
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
が
利
用
で
き
る
～
生
産
性

向
上
、
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た

補
助
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
と
し
て
活
躍
す
る
Ｋ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
代
表
の
上
原
祐
樹
氏
が
務

め
ま
し
た
。

　

上
原
氏
が
支
援
し
て
き
た
補
助

金
活
用
事
業
者
の
実
例
を
紹
介
し

な
が
ら
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算

で
決
定
し
た
中
小
企
業
支
援
策
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

上
原
氏
は
オ
ス
ス
メ
の
補
助
金

と
し
て
、
申
請
手
続
き
な
ど
が
簡

素
化
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
省
力

化
投
資
補
助
金
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
補
助
金
の
選

択
方
法
、
事
業
計
画
作
成
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
答
え
セ
ミ
ナ
ー

は
終
了
し
ま
し
た
。

（
支
援
課　

上
原
幸
太
）

参加者全員で参加したワールドカフェの様子

講師の上原祐樹氏

大
物
と
の
出
会
い

　

平
成
３
年
～
４
年
に
あ
る
先
輩
に
釣
り
に
誘
わ
れ

て
、
朝
の
早
い
時
間
に
と
あ
る
マ
リ
ー
ナ
で
待
合
せ
、

桟
橋
に
行
っ
て
み
る
と
和
船
で
は
な
く
ク
ル
ー
ザ
ー

が
停
泊
。
話
を
よ
く
聞
く
と
釣
り
は
釣
り
で
も
ト

ロ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
と
の
事
。
元
々
釣
り
は
好
き
で

し
た
が
、
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
が
ど
ん
な
物
か
も
よ
く
解

ら
な
い
ま
ま
上
船
し
て
す
ぐ
さ
ま
出
港
、
ポ
イ
ン
ト

ま
で
は
約
２
時
間
、
そ
の
日
は
粟
国
島
、
渡
名
喜
島

周
辺
で
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
。
仕
掛
け
は
す
べ

て
ル
ア
ー
、
そ
の
日
の
天
気
、
海
水
温
等
に
よ
っ
て

サ
イ
ズ
や
色
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
ロ
ッ
ド
は
５
本

～
４
本
セ
ッ
ト
、
１
本
は
セ
ン
タ
ー
（
小
型
ル
ア
ー
）

１
０
０
～
１
５
０
ｍ
、
２
本
は
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
（
中

型
ル
ア
ー
）30
～
50
ｍ
、
２
本
は
シ
ョ
ー
ト（
大
型
ル

ア
ー
）10
～
20
ｍ
位
の
ラ
イ
ン
を
出
し
ま
す
。
４
本

の
場
合
は
セ
ン
タ
ー
を
除
き
ま
す
。

　

セ
ッ
ト
が
終
わ
り
ま
す
と
最
初
の
釣
り
人
が
ス
タ

ン
バ
イ
で
す
。
船
も
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
の
速
度
５
～
８

ノ
ッ
ト
で
動
き
始
め
ま
す
。
そ
の
大
物（
カ
ジ
キ
）が

食
い
つ
く
ま
で
我
慢
比
べ
で
す
。

　

メ
イ
ン
は
カ
ジ
キ
で
す
が
そ
の
他
に
も
ト
ロ
ー
リ

ン
グ
で
は
、
シ
イ
ラ
・
サ
ワ
ラ
・
マ
グ
ロ
・
カ
ツ
オ

等
も
釣
れ
ま
す
。
因
み
に
カ
ジ
キ
で
す
と
サ
イ
ズ
に

よ
り
ま
す
が
、
船
の
操
船
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
や
ら
な
い
と
早
め
の
タ
ッ
ク
ル
に
時
間
が
か

か
り
、
バ
ラ
し
た
り
釣
り
人
に
も
か
な
り
の
負
担
が

か
か
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
日
以
来
ど
っ
ぷ
り
は
ま
り
、
今
日
ま
で
色
々

な
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
数
々
の
大
物
と
出

合
い
、
沢
山
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
２
０
０
２
年
第
16
回
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
ッ
プ
沖
縄
万
座

ビ
ー
チ
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、

最
大
重
量
賞
、
総
合
第
３
位
、
そ
の
時
の
カ
ジ
キ
が

約
１
８
０
Ｋ
で
、
そ
の
大
会
の
名
誉
顧
問
の
、
故
森

繁
久
弥
さ
ん
、
故
松
方
弘
樹
さ
ん
か
ら
祝
福
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
で
も
、
我
々
チ
ー
ム
を
奮
い
立
た
せ
る
一
つ
の

思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
海
に
出
る
機
会

も
少
し
す
く
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
元
気
の
続
く
ま

で
は
大
物
を
求
め
て
チ
ー
ム
で
海
に
出
て
行
き
ま
す
。

沖縄県電気工事業工業組合
理事長

金城稔様

役員役員のの
ひとりごとひとりごと
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第２回九州ブロック中小企業青年中央会 各県会長会議in大分第２回九州ブロック中小企業青年中央会 各県会長会議in大分
～沖縄県中小企業青年中央会～～沖縄県中小企業青年中央会～

　

沖
縄
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
比
嘉
圭
之
介
会
長
）は
、
２
月
21

日（
金
）に
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ

テ
ル（
大
分
県
）で
開
催
さ
れ
た
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企
業
青
年
中

央
会
各
県
会
長
会
議
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
九
州
各
県
の
青
年

中
央
会
会
長
が
一
堂
に
会
し
、
次

年
度
の
事
業
や
予
算
案
に
つ
い

て
、
活
気
あ
る
議
論
を
行
い
ま
し

た
。
会
議
後
に
は
、
九
州
経
済
産

業
局
産
業
部
中
小
企
業
課
と「
青

年
部
活
動
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ

に
、
九
州
各
県
で
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
や
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
会
話
が
弾
み
、
参
加
者

同
士
が
日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
、
互
い
の
経
験
を
共

有
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
最
近
の
業
界
動
向
や
課
題
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
支
援
課　

與
那
嶺
匡
）九州経済産業局との意見交換会

沖縄県中小企業
青年中央会

TEL：098-860-2525
沖縄県中小企業団体中央会 支援課

会員募集会員募集

主　　な
活動内容

青年中央会には、様々な業種の青年部が加入しております。
青年中央会の活動に参加することにより、会員相互の交流、連携を
図ることが可能となるほか、様々な分野、業種における人脈づくり
（仲間づくり）に貢献しております。

・青年部事例発表会
・県外視察研修
・青中サロン　・講習会　など

お問合せ
連絡先はこちら

青年中央会　視察研修を実施しました！青年中央会　視察研修を実施しました！
～沖縄県中小企業青年中央会～～沖縄県中小企業青年中央会～

　

沖
縄
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
比

嘉
圭
之
介
会
長
）は
、
３
月
６
日（
木
）

に
視
察
研
修
を
実
施
し
、
青
年
部
か
ら

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
イ
メ
イ
ド（
う

る
ま
市
）、
新
里
酒
造
株
式
会
社（
う
る

ま
市
）、
沖
縄
市
管
工
事
協
同
組
合（
沖

縄
市
）の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
イ
メ
イ
ド
で
は
、
伊
口
明

高
氏（
代
表
取
締
役
社
長
）か
ら
電
気
自

動
車（
Ｅ
Ｖ
）技
術
開
発
や
津
堅
島
で
の

電
気
自
動
車
の
実
証
実
験
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
里
酒
造
株
式
会
社
で
は
、
新
里
健

二
氏（
代
表
取
締
役
）か
ら
泡
盛
の
歴
史

や
泡
盛
製
造
方
法
、
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
、そ
の
後
、工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
市
管
工
事
協
同
組
合
で
は
、
恵

俊
春
専
務
か
ら
組
合
事
業
と
青
年
部
と

の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
熱
心
に
見
学
を
行
い
、

有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
終
了
後
は
、
交
流
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

参
加
者
同
士
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
支
援
課　

與
那
嶺
匡
）沖縄市管工事協同組合の

恵専務（右側）から説明を受けました 新里酒造株式会社

株式会社イメイド
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1. 小企業者組合等人材育成支援事業 3. 組合青年部研究会

2. 個別専門指導事業

4．組合情報ネットワーク化現地指導事業

令和7年度 中央会補助事業のご案内令和7年度 中央会補助事業のご案内

組合員向けのセミナーや勉強会に活用！

組合の課題を専門家へ相談し解決！

青年部対象！セミナーや勉強会に活用！

HPのリニューアルや会計ソフト導入にも活用頂けます！

（1）事業内容
　県内の中小企業組合のうち、人材育成事業が実施困難
な組合や経営基盤の弱い小企業者組合等が実施する研修
会･講習会等を支援する。
（2）事業実施概要

①対象組合:県内の中小企業組合等で、事業の円滑な実
施が行える組合。（5組合程度）

②補助金額:目安として1組合あたり80,000円程度。（税
込み。100%補助、採択後調整あり）

③補助対象経費:謝金、旅費、会場借料、資料費、印刷費、
消耗品費、通信運搬費

④事業実施期間:採択通知を受けた日から令和8年1月
30日（金）まで

⑤申込受付期間:令和7年4月1日（火）〜5月2日（金）まで
※希望組合が多数の場合は、計画又は応募申請内容等

を勘案して決定します。

（1）事業内容
　組合青年部が開催する講演会、技術等の研修会、視察
研修等。
（2）事業実施概要

①事業対象：組合青年部（3組合青年部程度）
②補助金の額：補助対象経費の２／３
③補助対象経費：講師謝金、講師旅費、会場借料、資料

費、印刷費、車両借上費、借損料、見学実習費、消耗品
費、雑役務費、通信運搬費

④実施時期：令和8年1月30日（金）まで

（1）事業内容
　法律、税務、技術、経営、コンピュータ、マーケティング等
に関する専門的な問題について、専門家（弁護士、公認会
計士、税理士、技術士、中小企業診断士等）を活用し適切な
指導を行います。
（2）事業実施概要

①個別専門指導事業について、組合担当指導員に詳しい内
容をお聞き下さい。（組合担当指導員が窓口となります。）

②日程等を調整し、専門家を派遣します。（専門家につい
ては、組合から特に指定がなければ、中央会が紹介しま
す。）

③専門家への謝礼金は本会規定により支払います。組合
の負担は１／３となります。

　※補助率は２／３となります。
④申込は随時受け付けています。
　※予算がなくなり次第終了となります。

（1）事業内容
　組合と組合員との情報ネットワーク化、組合事業の促進
を図る為のＨＰ・システム構築等、情報ネットワーク化の具
体的方法、システムの構築、データベースの整備等について
専門家による指導を行います。
（2）事業実施概要

①事業対象：情報ネットワーク化を進め経営環境の改善
等に取組む県内の中小企業組合。

②補助金額：中央会が定めた補助金額を上限とする。 
（補助率２／３） 

③支援内容：情報ネットワーク構築専門家の派遣
④申込受付期間：令和7年4月1日（火）～5月2日（金）ま

で※希望組合が多数の場合は、計画内容等を勘案して
決定します。

■お問合せ先■
沖縄県中小企業団体中央会
TEL：098-860-2525

インボイス対策・団体協約等による価格転嫁対策等のため
専門家の派遣、講習会の開催を支援します！

 

事 

業 

内 

容

①個別専門家派遣事業、　②講習会開催事業（受講者10名以上）
■対象者	 ・組合及び組合員企業
■派遣専門家	・税理士　・公認会計士　・その他
■相談時間	 ・２時間程度
■補助対象経費(100％補助)
　・専門家謝金　・専門家旅費（バス賃換算） ・会場借料費　・印刷費

■①、②とも令和7年12月26日
（金）までに事業を実施する
必要があります。
■①、②とも申込みは先着順と
し、予算額に達し次第、受付
を終了いたします。
■専門家の派遣を希望する組
合は、担当指導員までお問い
合わせください。

　中央会では、標記事項に取り組む組合及び組合員を対象に、専門家の派遣や
講習会開催を支援します！この機会に是非ご活用下さい。
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オススメ書籍のご紹介オススメ書籍のご紹介
～沖縄県書店商業組合（那覇市 文栄堂）～～沖縄県書店商業組合（那覇市 文栄堂）～

書
籍
名
‥『
は
じ
み
ら
な 

う
ち

な
ー
ぐ
ち
』

著　

者
‥
宮
良 

信
詳

出
版
社
‥
榕
樹
書
林

　

沖
縄
語
の
普
及
に
半
生
を
さ
さ

げ
て
き
た
研
究
者
に
よ
る「
う
ち

な
ー
ぐ
ち
の
学
習
帳
」

　

う
ち
な
ー
ぐ
ち（
沖
縄
語
）に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
教
本
で

あ
れ
ば
、
沖
縄
の
暮
ら
し
に
お
け

る
も
の
の
見
方
考
え
方
が
ど
こ
か

で
反
映
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
筆
者
の
考
え
に
基
づ

い
て
記
さ
れ
た
１
冊
。

　

過
去
に
出
版
さ
れ
た
沖
縄
語
関

連
の
資
料
よ
り
具
体
的
な
会
話
に

お
け
る
使
用
例
を
取
り
出
し
、
改

訂
し
た
う
え
で
収
録
。
一
貫
性
を

追
求
し
た
平
仮
名
の
表
記
も
理
解

に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

「
ン
マ
リ
ジ
マ
ヌ
ク
ト
ゥ
バ
ワ

シ
ー
ネ
ー
ク
ニ
ン
ワ
シ
ー
ン（
生

ま
れ
育
っ
た
場
所
の
言
葉
を
忘
れ

た
ら
、
故
郷
の
こ
と
も
忘
れ
る
）」

と
い
う
言
葉
を
肝
に
、
沖
縄
語
を

見
つ
め
る
機
会
に
オ
ス
ス
メ
の
１

冊
で
す
。

令和 6年度の表彰の様子
（本件に関する問い合わせ先）

１ 表彰区分 （１）優良組合表彰
（２）組合功労者表彰

（３）組合事務局優秀専従者表彰
（４）組合事業所優秀従業員表彰

２ 推薦期限 令和７年４月２５日（金）

３ 表彰負担金 １人当たり　8,400円（税込）

　本会では令和7年６月12日（木）開催予定の通常総会において、例年通り下記の表彰を行います。つきましては、
被表彰候補者をご推薦くださいますようお願い致します。

令和7年度 本会通常総会における被表彰候補者の推薦方について令和7年度 本会通常総会における被表彰候補者の推薦方について

●沖縄県中小企業団体中央会事務局機構図● 令和7年4月1日現在

会　　長 監　　事

専務理事

参　　事

副 会 長

事務局長

総務部長 組織支援部長

総務課

総務人事委員会
中小企業対策委員会
財務委員会
組織拡大委員会
金融委員会
表彰委員会

情報課 支援課 組織課

役職員数17人（内　専従役員１人、補助対象指導員数 14人、補助対象職員数２人）

沖縄県省力化補助金事務局　４人 ものづくり補助金沖縄県地域事務局　３人

組 職

職

組
指
=中小企業組合士
＝指導員
＝職員

佐久本　和　代

喜友名　朝　弘

指

指

指

上　地　啓　子    （兼任）

狩　俣　奈緒美

上　原　幸　太

真喜志　　　敏 

課 長

主 任

主 任

主 事

組 指組 指

組 指 組 指

指

上　原　英　樹

與那嶺　　　巧

與那嶺　　　匡

大　井　好　将

課 長

課長補佐

主 事

主事補

組 指

組

組 指

指 指

小　谷　卓　也　 （兼任）

中　村　真　紀

城　間　俊　孝

阿波根　昌　矢

課 長

課長補佐

主　任

主 事

職

組

組

組

組

組

指

指

湧　川　六　枝

宮　城　美　夏

吉　浜　和　希 

課 長

主 事

主事補

組

組 指上　地　啓　子 組 指小　谷　卓　也

専務理事

事務局長
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充実補償と安心サービス 

 

１１７７..５５％％割割引引 

示談交渉サービス付き 

他社の割引引継ぎＯＫ！ 

集 団 団 体 の 特 典

集 団 団 体 

 

 
 

沖沖縄縄県県中中小小企企業業団団体体中中央央会会様様はは、、西西日日本本自自動動車車共共済済協協同同組組合合のの自自動動車車共共済済ににつついいてて、、「「集集団団団団体体」」  

契契約約をを締締結結ししてておおりりまますす。。下下記記のの皆皆様様ののおお車車はは、、特特典典をを利利用用ししてて自自動動車車共共済済にに加加入入ででききまますす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
                                                       
  
 
 
 
（（おお問問合合せせ先先）） 
【沖縄県支部】那覇市松島１－１５－９ ２Ｆ      ＴＥＬ０９８－８８２－２２７０  ＦＡＸ０９８－８８２－２２７１ 

【本   部】福岡市博多区東比恵２－１５－２５    ＴＥＬ０９２－４４１－５９０１  ＦＡＸ０９２－４４１－５９０７ 

NJ980.2407.0052.250930 

ごご注注意意  

●本チラシは集団団体の概要を記載したものです。●集団団体のお取扱方法および各共済・特約の補償内容および共済金をお支払いできない場合、割引

等の詳細については自動車共済のパンフレットまたは「自動車共済ご契約のしおり」をご覧いただくか、下記支部におたずねください。●ご契約の際には、必

ず「重要事項説明書」をお読みください。●西日本自動車共済協同組合は、全国自動車共済協同組合連合会が運営する再共済事業に加入しております。●

自動車共済にはじめてご加入の際には、ご契約のお車の台数に関係なく、共済掛金とは別に出資金（1 口 1,000 円）または員外利用料が必要となります。 

 
お見積は無料です。ご加入中の自動車 

保険証券、車検証をご用意ください。 

 沖縄県中小企業団体中央会  会員の皆様へ  

自動車共済〔集団団体制度〕のご提案！ 

●集集団団団団体体割割引引適適用用車車両両● 

・・上上記記各各団団体体、、企企業業のの所所有有車車両両  

・・各各団団体体、、企企業業のの役役員員、、従従業業員員及及びび同同居居家家族族のの所所有有車車両両

（注）団体割引率 17.5％は、令和 6 年 10 月 1 日から令和 7 年 9 月 30

日までを共済期間の初日とする共済契約に適用されます。割引率

は団体のご契約台数及び損害率により毎年見直され、変動する場

合があります。 

沖沖縄縄県県中中小小企企業業団団体体中中央央会会

㈱㈱  ＡＡ  ＢＢ  ＣＣ    

組組合合員員  

役役員員、、従従業業員員

同同居居家家族族  

〇〇  △△  協協同同組組合合  

会会  員員  

１１  

４４  

３３  

２２  



（官公需適格組合）

沖縄市管工事協同組合

認証･登録番号 0001783 

永山　 　均

宮里 真由美

恵　 俊　春

理 事 長

副理事長

専務理事

沖縄県建設事業協同組合

理 事 長 津 波　達 也
専務理事 前 田　正 智
〒901-2131
沖縄県浦添市牧港5丁目19番1号
TEL （098）878-1810（代）
FAX（098）878-7767

津波古　　充

内　間　　宏

代表理事

副理事長
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ものづくり補助金19次締切分公募についてものづくり補助金19次締切分公募について

【申請受付】 2025年4月11日（金）17:00～　　【申請締切】 2025年4月25日（金）17:00まで 【厳守】

　ものづくり補助金は、成長志向の中小企業者等が、物価高や賃上げ・最低賃金引上げ等の事業環境変化に対応し、”稼ぐ力”
を強化するために、革新的な新製品・新サービス開発や海外需要開拓を行う事業のために必要な設備投資等に要する経費の
一部を補助する事業を行うことで、中小企業者等の生産性向上を促進し経済活性化を実現することを目的とします。

補助対象者や対象経費、その他詳細については公募要領をご確認ください。
公募要領・様式等の必要資料は、ものづくり補助金総合サイトからダウンロードできます。

【補助上限額・補助率等】
製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠

申請は、電子申請システムのみで受け付けます。本事業の申請には、「GビズIDプライムアカウント」の
取得が必要です。未取得の方は、必ず事前に利用登録を行ってください。

【お問い合わせ先】

※間違い電話が多発しています。お間違いのないよう十分ご注意ください。電話番号：050－3821－7013
受付時間：10:00～17:00（土日祝日および12/29～1/3を除く）〈ものづくり補助金事務局サポートセンター〉

：公募要領に関するお問い合わせ：kakunin@monohojo.info
：電子申請システムの操作に関するお問い合わせ：monodukuri-r1-denshi@ml.nsw.co.jp

メールアドレス

【申請方法】

従業員規模 補助上限額 補助率 従業員規模 補助上限額 補助率
5人以下 750万円

中小企業1/2、
小規模企業・

小規模事業者及び
再生事業者2/3

従業員規模毎の
区切り無し 3,000万円

中小企業1/2、
小規模企業・
小規模事業者2/3

6～20人 1,000万円
21～50人 1,500万円
51人以上 2,500万円

特例要件
大幅な賃上げに取り組む事業者のみなさまには、補助上限額を100～1,000万円上乗せします。
最低賃金の引き上げに取り組む事業者のみなさまには、補助率を2/3に引き上げます。

革新的な新製品・新サービス開発とは 海外需要開拓を行う事業とは

•顧客等に新たな価値を提供することを目的に、自社の技術
力等を活かして新製品・新サービスを開発することです。
•単に機械装置等を導入するだけで新製品・新サービスの開
発を伴わないものは補助対象外です。
•また、同業の中小企業者等や同一地域における同業他社
において相当程度普及しているものの開発は、新製品・新
サービス開発には該当しません。

国内の生産性を高めるための事業で、以下の４つを指しま
す。
•海外への直接投資に関する事業
•海外市場開拓（輸出）に関する事業
•インバウンド対応に関する事業
•海外企業との共同で行う事業
※各事業ごとに要件がありますので、詳細はご確認ください。



〒９０１－０３０６
沖縄県糸満市西崎町４丁目１０番地１

総務経理部　電話：098-840-8800　FAX：098-840-8801
営業２部　電話：098-840-8600　FAX：098-840-8601
営業３部　電話：098-840-8700　FAX：098-840-8701
管 理 部　電話：098-840-8300　FAX：098-840-8901

県民から親しまれる
パチンコ・スロットを目指しています！！
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中小企業省力化
投資補助金とは、

人手不足解消に効果のあるロボットやIoTなどの製品や設備・システムを導入するための
経費を国が補助することにより、中小企業の省力化投資を促進し売上拡大や生産・業務
プロセスの効率化を図るとともに、賃上げにつなげることを目的とした補助金です。 

省力化  補助金中小
企業

投
資

人手不足解消
に効果のある
「省力化投資」
を後押しするための

補助率※　1/2　　2/3      小規模・
再生

中小
企業

事業内容に合わせて多様な設備やシステムが導入できる
NEW！一般型 補助上限額 1億円大

最

0570-099-660 03-4335-7595IP電話などからの
お問い合わせナビダイヤル ●  ）く除日祝・日・土（曜金～曜月／03:71～03:9 ： 間時付受 

※通話料がかかります。恐れ入りますが、繋がらない場合は、しばらくたってからおかけ直しください。

お問い合わせは、本補助事業コールセンターまで　あらかじめ上記ホームページの掲載資料や「よくあるご質問」をご確認のうえ、お問い合わせください。

本補助金の詳細や公募スケジュール、公募要領などはこちらから
中小企業省力化投資補助事業ホームページ　https://shoryokuka.smrj.go.jp/

5名以下

6～20名

21～50名

51～100名

101名以上

補助上限額従業員数

750万円

1,500万円

3,000万円

5,000万円

8,000万円

1,000万円

2,000万円

4,000万円

6,500万円

1億円

大幅な賃上げを
行う場合

1 2

2 3

補助率※

小規模・再生

中小企業

※補助金額1,500万円までは1/2 もしくは2/3（小規模・再生事業者）、1,500万円を超える部分は1/3。

補助率が2/3にアップする【最低賃金引き上げ特例】の適用要件
中小機構が指定する一定期間において、3か月以上地域
別最低賃金+50円以内で雇用している従業員が全従業
員数の30%以上いること
※小規模・再生事業者は除く。 ※補助金額1,500万円までが引き上げ対象となります。

● 

補
助
率
と
補
助
上
限
額

①給与支給総額の年平均成長率+6%以上増加 ②事業
場内最低賃金が事業実施都道府県における最低賃金
+50円以上の水準
※最低賃金引上げ特例事業者は除く。 ※上記①、②のいずれか一方でも未達の場合、
各申請枠の従業員規模別の補助上限額との差額について補助金を返還。

補助上限額がアップする【大幅賃上げ特例】の適用要件

● 補助対象となる事業 人手不足の中小企業などが、省力化効果のあるオーダーメイド・セミオーダーメイド性の
ある設備やシステムなどを導入し、「労働生産性年平均成長率4％向上」を目指す事業計画に取り組むものが対象です。

※カタログ注文型の製品カタログに登録されているカテゴリに該当する製品に
ついて、本事業で導入する場合は審査の際に考慮します。

※最低賃金引上げ特例事業者の場合、基本要件は①、②、④のみとします。 ※3～5年の事業計画
に基づき事業を実施していただくとともに、毎年、効果報告を提出いただき、事業成果を確認します。 
※基本要件などが未達の場合、補助金返還義務があります。

労働生産性の年平均成長率が+4％以上増加
1人あたり給与支給総額の年平均成長率が事業実施都道府県に
おける最低賃金の直近5年間の年平均成長率以上または給与支
給総額の年平均成長率が+2％以上増加
事業所内最低賃金が事業実施都道府県における最低賃金+30円
以上の水準
次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を公表
など（従業員数21名以上の場合のみ）の基本要件を全て満たす3
～5年の事業計画に取り組むこと。

補助事業者の業務領域・導入環境において、当該事業計画により
業務量が削減される割合を示す省力化効果が見込まれる事業計
画を策定すること。
事業計画上の投資回収期間を根拠資料とともに提出すること。
３～５年の事業計画期間内に、補助事業において、設備投資前と
比較して付加価値額が増加する事業計画を策定すること。
人手不足の解消に向けて、オーダーメイド設備などの導入を行う事
業計画を策定すること。件

要
他
の
そ

件
要
本
基

❶

❷
❸

❹

❶
❷

❸

❹

簡易で即効性のある省力化投資に「カタログ注文型」
もご活用ください！

カタログから選んだ汎用製品を導入



〈ISO/IEC 17025 認定取得〉

〒900ｰ0001 那覇市港町２丁目14番１号

URL http://www.namakon-kumiai.jp/
電話（098）868-2662　FAX（098）863-2511

沖縄県生コンクリート工業組合
理 事 長  運天 先俊

兼島    力副理事長 

大濵 達也副理事長 

平井 才己副理事長 　  

◎広告募集◎
本会では、本誌「中小企業だより」の内
容充実を図るため、組合や企業の方々
の広告掲載を募集しております。毎月
3000部発行し、県内行政機関や商工
会、商工会議所、金融機関、各都道府県
中央会へも配布しており、多くの皆様
へのPR効果が期待できます。掲載ご希
望の際には、お気軽にご連絡ください。

沖縄県中小企業団体中央会
総務部　情報課

TEL：098-860-2525
FAX：098-862-2526
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【会員専用】
決算関係書類様式集の活用について

　本会では組合の円滑な運営支援を行うため、本会HP上に様式（PDF、Word等）のダウンロードが可能なページを
設けております。本会HP（https://www.ocnet.or.jp）トップ画面の「決算関係書類様式集」又は「会員専用」ボタン
を押下頂き、ログイン画面から会員ユーザーID・パスワードをご入力の上、ご活用ください。

※会員ユーザーID・パスワードにつきましては、
　下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先　沖縄県中小企業団体中央会　情報課　TEL098-860-2525

コチラを
クリック！

コチラを
クリック！



沖縄県エレベーター
保守事業協同組合

〒900-0002
那覇市曙2-24-13 曙沖商ビル7-D

4121ー868）890（XAF   8961ー868）890（LET

官公需適格組合 府経中小第290号

理 事 長 渡久地 正堅

「沖縄の産業を育て、沖縄の産業人を育てる総合支援センター」

ＵＲＬ：https://www.okinawa-sangyoushien.co.jp/ 

代表取締役社長　米須 義明
ＴＥＬ：０９８-８５９-６２３４

株式会社沖縄産業振興センター
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組合士試験1問1答 　全国中央会では中小企業庁後援のもと、毎年 12 月第一日曜日
に、組合の職務の遂行及び指導に必要な知識に関する試験を行い、
合格者には中小企業組合士の称号を与えています。そこで、令和
3 年度に出題された運営に関する問題の一部を掲げてみました。
意欲のある方は、是非挑戦を！

　
昨
年
12
月
１
日
（
日
）
に
中
小
企
業
組
合

検
定
試
験
の
３
科
目
が
全
国
22
会
場
で
一
斉

に
実
施
さ
れ
、
そ
の
合
格
者
が
令
和
７
年
３

月
に
全
国
中
央
会
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
７
名
が
申
し
込
み
、
３
名
の

方
が
晴
れ
て
全
科
目
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
検
定
試
験
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
が
主
催
、
中
小
企
業
庁
後
援
の
も
と
、
毎

年
12
月
の
第
一
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
試
験

で
、
中
小
企
業
組
合
の
事
務
局
で
働
い
て
い

る
役
職
員
の
方
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
必

要
な
知
識
に
関
す
る
問
題
が
出
題
さ
れ
ま

す
。
試
験
科
目
は「
組
合
会
計
」「
組
合
制
度
」

「
組
合
運
営
」
の
３
つ
で
す
。
１
つ
の
科
目

で
も
合
格
す
れ
ば
、
そ
の
後
３
年
間
は
そ
の

科
目
の
受
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
３
年
間
持

ち
越
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
中
央
会
で
は
毎
年
10
月
〜
11
月
に
か
け
て

対
策
講
座
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

受
験
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
皆
様
も
、
是
非
講

座
を
受
講
し
て
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

合 

格 

者

・
沖
縄
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　  

松
山
　
達
志
　
　
様

　
　
　
　
　
　
　 

大
城
　
か
な
子
　
様

・
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
那
覇
支
店

越
中
　
小
太
郎
　
様

中小企業組合検定試験過去問題（運営）

（解答は17ページにあります）

　次の1~3の設問に対する解答を下群から選び、その記号を解答欄に記入しなさい。

1. わが国中小企業の実態について、以下の記述で最も不適切なものはどれか。
ア．わが国企業の99.7％が中小企業であり、小規模事業者が約85％と小規模な企業が多いのが特色である。
イ．雇用者のうち中小企業の従業者が全体の約80％と、中小企業が雇用の場の多くを占めている。
ウ．中小企業の付加価値額は全体の約53％を占める。

2. 試作品や新サービス開発のための設備投資資金などを支援するための政策が令和元年度補正・令和2年度補
正「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金」である。この政策の対象は、一定の要件を満たす事業
計画(3~5年）を策定し、実施する中小企業・小規模企業者等である。この要件として、最も不適切なものはど
れか。
ア．付加価値額が年率5％以上向上すること。
イ．給与総額が年率1.5％以上向上すること。
ウ．事業場内最低賃金を地域別最低賃金より30円以上向上させること。

3.官公庁等からの発注における中小企業・小規模事業者の受注機会を増やすために、官公需についての中小企業
者の受注の確保に関する法律（官公需法）基づく各種支援がある。これに関して次の記述で最も不適切なもの
はどれか。
ア．官公需適格組合制度が設けられている。
イ．事前に競争参加資格を得ることが必要である。
ウ．税制優遇措置がある。

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験

合
格
者
発
表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



呉屋政彦
池宮城拓

大田俊治 外間政朝

与那覇正明

平山達也

専務理事

" 畜産農家と共に歩む組合飼料 "
地元畜産のニーズに合った
新鮮・良質な飼料の安定供給を

〒904-2162　沖縄市海邦町３番地54
ＴＥＬ　098-934-8040
　ＦＡＸ　098-934-8770

 常務理事　崎原　盛光
 代表理事　座安　裕一

沖縄県飼料協業組合 理事長　宮 城 　  剛
副理事長　呉 屋 　 政 彦
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沖縄県内各業界別の景況動向（前年同月比）令和7年

製造業
増加・上昇・好転

況
景
の
界
業

員
人
用
雇

度
業
操
備
設

り
繰
金
資

況
状
益
収

件
条
引
取

格
価
売
販

量
数
庫
在

注
受
上
売

め ん 類
製 造 業

自 動 車
卸 売 業
電 設 資 材
卸 売 業

青果卸売業

各 種 商 品
卸 売 業
那 覇 市
商 店 街
飲 食 料 品
小 売 業
ホ テ ル
旅 館 業
自 動 車
整 備 業
ビルメンテ
ナ ン ス 業

管 工 事  業

建築工事業

ト ラ ッ ク
運 送 業

糖 　 類
製 造 業

パン製造業

酒類製造業

繊 維 ・
同 製 品

印 刷 ・
同 関 連 業

生コンクリ
ート製造業

コンクリート

ガラス製品
製　造　業

製品製造業

鉄 鋼 業

況
景
の
界
業

員
人
用
雇

度
業
操
備
設

り
繰
金
資

況
状
益
収

件
条
引
取

格
価
売
販

量
数
庫
在

注
受
上
売

業　　種

非製造業
業　　種

変わらず 減少・下落・悪化

（月）

- 50

15
20
25
30
35

- 65
- 60
- 55

（2024）

（情報連絡員報告） 情報連絡員22名　（22業種内訳　製造業233社、非製造業1,409社　計1,642社）

■沖縄県内業界の景況の推移（前年同月比）
（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index)
の略で前年同月と比較した企業の景況感を示す業況判断指数計算
式：（［増加］［好転］した組合数ー［減少］［悪化］した組合数）／
有効回答組合数×100

●製造業のDI値はー30となり、前月調査（ー40）から10ポイントの改善。
●非製造業のDI値は０となり、前月調査（ー8.3）から8.3ポイントの改善。
●全業種のDI値はー13.6となり、前月調査（ー22.7）から9.1ポイントの
改善。

　２月の景況DIは、入域観光客数が堅調に推移し、製造業・非製
造業ともに改善。
　製造業では食品製造業が改善したものの、原材料費の高騰や人
手不足が深刻化し一部業種では生産・収益に影響を及ぼしている。
　非製造業では那覇市商店街やホテル旅館業が好調。消費は節約
志向が強まる中、商店街、小売業の一部では値上げによる買い控え
が出ている。
　全体として、人材確保の課題やコスト増が引き続き収益の足かせ
となっている。
　３月４月は旅行・新生活等の需要の増加に期待できる。

(DI値)

42 23 5 6 87 9 10 1211 1

22月月

（-30.0）

(-13.6) 

（0.0）

（2025）



山城　正守
運天　先俊
山城　　守

やんばるから食卓へ、安心を届けます

島袋 賢治 金城 辰美

〒
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関係業界・企業間の特記事項

　例年とほぼ同様に2月は弱含みである。原材料である小
麦粉の受注は前年同月比▲1.4%の微減。前年同期比増の
事業所と減の事業所数は約半 と々なった。
　新規の沖縄そば店舗開業により効果的に生産増につな
げている製麺所もあるが限定的である。
　3月は春休みの若年層観光客の増加が見込まれ、特にレ
ンタカーのフリープラン客は食事の自由度が高いので沖縄
そばの接食は伸びていくと考える。製麺所でも生産増が期
待される。

　人件費高騰、従業員確保難で従業員への残業や負担が
増えている。量販店スーパー、ドラッグストア等販売店は増
えているので、引き合いは増えている。
　配送ドライバー不足もある。

　プロスポーツのキャンプや観光需要などがあり、ほぼ前
年並みの状況である。
　主原料のタイ米の政府からの仕入れ価格の値上げが止
まらず、各蔵元の利益の減少が懸念される。
　3月、4月は退職や入社、入学などの新生活などの行事が
続く。各種記念に泡盛の記念品もおすすめ。是非各蔵元の
ホームページや直接お問い合わせください。

　新年度（4月以降）から全体的に商品価格を上げている
が、人件費の上昇や資材の高騰から収益率については変化
がない。引き合いは多いものの、人手不足により生産力が
上がらないため販売機会の損失もある。

　印刷業界全体の仕事量が減少している上に原材料の値
上げによって収益が圧迫されている。収益状況はばらつき
があるものの不変となる。

　2月の出荷実績は対前年比で6.4%減となった。
　公共工事においては対前年比で13.3%減となり、主に公

共施設関連・公営住宅工事・学校関連工事が減少の要因
となった。民間工事においては対前年比で2.6%減となり、
分譲マンション・個人住宅工事が減少の要因となった。

　対前年度比出荷量76%増、売上70%増となった。資材高
騰の影響もある中、更なる価格上昇が控えており厳しい状
況はしばらく続く見込み。
（売上も上がっているが粗利は変わらず）

　1月後半は集客に苦しんだが2月に入ると一転、集客は好
調で直営店の売上は伸びた。前月同様、吹きガラス体験な
どの各種体験が好調で、体験メニューを多様化したことや
受入人数を増やすよう対応したことが功を奏している。
　北部の施設はジャングリアの話題でもちきりで、期待よ
りも不安の方が大きい。駐車場やシャトルバスの情報がな
かなか開示されず、道路整備も進んでいるようには見えな
い。営業時間や従業員の通勤等、対策が必要な場合もあ
るので早めの情報開示を切にお願いしたい。

　マンション戸建住宅の取扱が低調。
　建築単価の高騰や木造へのシフト等で全体的な着工数
も減少傾向にある上現場の施工進捗も遅れが見られる。

　とにかく中古車仕入価格が高く、うまく仕入出来ない。

　売上高は増加するも、収益状況はばらつきがあるものの
悪化となる。業界の景況としては大きな変動は見られない。

　2月期も全国的に寒さが続き、特に野菜の生育不良によ
る品薄から仕入れ価格の高騰が継続し販売価格への転嫁
が難しい中で、鍋商材の野菜の引き合いは強く商品の集荷
自体厳しい中での販売をしなくてはならず収益状況の改
善には至っていない。
　またプロ野球のキャンプが話題になっていたが業務向け
の引き合いは弱く期待されたほどではなかった。

めん類製造業

コンクリート製品製造業

ガラス製品製造業

鉄鋼業

自動車卸売業

電設資材卸売業

青果卸売業

パン製造業

酒類製造業

繊維・同製品

印刷・同関連業

生コンクリート製造業



理事長 　仲田 裕治

沖縄県中古自動車販売商工組合

中古車の価格表示が
すべて支払総額になりました

北中城村字荻道390-1 ☎（098）935-2525

沖 縄

クルマ買うなら安心の
JUメンバーズショップで

マーくん
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関係業界・企業間の特記事項

　物価高（仕入価格等）の影響で、販売価格への転嫁を余
儀なくされている。今後も人件費の増加や金利上昇の影響
が出てくるものと予想される。
　当月はプロ野球キャンプの効果（入域観光客数）も現れ
ている。

　令和7年（2025）1月沖縄県入域観光客数
　対前年（R6）同月比124.5%〜1月としては過去最高〜
　年始における航空会社の増便・臨時便・季節運航等が
あったことから前年同月を上回った。特に、東京・関西・福
岡・名古屋方面からの観光客数は単月としては過去最多を
記録し、国内客総数においても過去最多となった。
　2月は引き続きプロ野球春季キャンプを始めとしたイベン
トが県内各所で開催され、クルーズの寄港も好調。ただ、
国内客に関しては全体的に消費者の節約志向が高まって
いる影響で景況感は横ばい。引き続き、人手不足・人材確
保の問題で臨時休業などもあり、収益力の足かせとなって
いる。
　また、最低賃金の引き上げ等も相まって、賃上げの原資
確保に苦慮する店舗等からは懸念する声が多い。国際通り
では、既に時給1,400円で募集している店も二桁ある時も
ある。ただ、防衛的賃上げをせざるを得ない状況。

　売上高（既存店のみ）99.6%。営業日数が昨年は29日、
本年28日で昨対を超えなかった事と、一部店舗で競合店
出店による影響が7%ほど出ている。
　客数（既存店のみ）106%。客数は増えているのに販売
数量が8%落ちているため売上が前年を超えていない要因
の一つ。
　販売数量（既存のみ）92%。値上げによる買い控えが顕
著に出ている。
　買上げ単価（既存のみ）109%。値上げによる前年との
単価差異の上昇が止まらない。3月・4月には一般冷凍食品
（味の素の餃子など）果汁飲料など数百種類が値上げに
なる。

　1月に引き続き、2月も天候にも恵まれ、スポーツキャン
プが盛んであったおかげでメディアやファン（観光客）によ
り高稼働を推移した。
　一方で地元宴会は、問い合わせは昨年より増えたもの
の、人手不足により予約を制限している施設も多く売上の機
会損失が起きている。かつ婚礼なども少人数化しつつある。
　組合活動では、人材獲得と業界の魅力発信を目的に、
冊子「ホテルのしごと2025」を発刊した。同時期に、組合
設立以来欠かさず発刊している「リゾートマップ」の最新版
を制作したが、協賛社が年々減少傾向にあるため、紙媒体
事業の方向変換を検討する時期にきている。

　特に変化はみられない。

　令和6年度働き方改革推進助成金を利用した事業が
2/14終了した。求人サイトを開設し、30組合員中19組合員
が参画し、組合員企業の求人の一助として活用できた。

　公共工事、民間工事共に横ばい。人材確保が課題。人件
費増加。

　売上が上がったとしても燃料費高騰、人件費も上がって
いるので、収益状況・景況は不変となる。

　資材や電力費の値上げは続いており、利益にも影響して
いる。特に電力費の行政支援策は必要である。

　省力化補助金の活用に関して、カタログと連動した説明
会の開催。その後、個別の導入相談と支援等。	

行政庁・中央会に対する要望事項

各種商品卸売業 ホテル旅館業

自動車整備業

ビルメンテナンス業

建築工事業

トラック運送業

印刷・同関連業

那覇市商店街

那覇市商店街

飲食料品小売業
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2024年12月に、日本の「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。
これを記念し、泡盛の歴史や魅力を紐解く企画をスタートします。

「泡盛」とは
どんなお酒？

　泡盛は日本最古の蒸留酒で、約600年の歴史を持ちます。九州の焼酎の源流ともいわれ、沖
縄県原産の黒麹菌を使用するのが特徴です。黒麹菌は他の麹菌に比べて雑菌による腐敗を抑
える特徴があり、沖縄の温暖多湿な気候に適しています。蒸留方法は単式蒸留機による常圧蒸
留が主流で、原料の風味を豊かに引き出します。また、簡易ろ過を採用し中の成分を可能な限り
残すことで、長期熟成によるコクやまろやかさを楽しめる「古酒」に育てることができるのも魅
力です。

泡盛の歴史

　薩摩の島津家に残る記録によれば、泡盛は15世紀末には琉球で造られていたと推定され、
泡盛の歴史が約600年という根拠になっています。かつては、タイの地酒「ラオ・ロン」と味が
似ていることから泡盛のルーツはタイ説が一般的でした。しかし、1990年の調査で、中国にも
米を原料とした蒸留酒があり、泡で酒の出来を判断する習慣などから中国・福建ルート説が浮
上しました。現在では、蒸留技術は東南アジアと福建の2つの道を通って琉球に伝わったと考
えられています。

参考資料：「琉球泡盛」（沖縄県酒造組合発行）

泡盛の魅力再発見泡盛の魅力再発見泡盛の魅力再発見泡盛の魅力再発見

【組合士試験 1問 1答の解答】 １ イ ２ ア ３ ウ

日 曜日 時　間 行　　事　　名 場　　所
10 木 14:00～16:00 情報連絡員・景況調査員　合同会議 沖縄ハーバービューホテル4月の本会行事予定表

一部の組合員のみに利用される組合事業を実施することは、公平奉仕の原則に反しますか？

　組合が全ての組合員を対象とした共同事業を適切に実施している場合、一部の組合員を対象とした他の
共同事業を行っていたとしても、その他の組合員を対象にした共同事業が別途行われる計画、仕組みとなっ
ていれば、公平奉仕の原則に反しません。
　公平奉仕の原則は、個々の組合事業それぞれにおいて全ての組合員に対して利用されることまでを求め
る趣旨ではありません。以下のような場合には、いわゆる公平奉仕の原則（中協法第5条第2項、中団法第7
条第2項）には反しません。
①　組合事業が現実に一部の組合員についてのみ利用されるのであっても、組合事業の利用の機会が公
平に与えられるようになっている場合
②　組合事業の利用の機会が過渡的に一部の組合員についてのみ与えられているにすぎないとしても、
将来的に他の組合員にも利用の機会が与えられる計画、仕組みとなっている場合
③　組合員の事業が有機的に連携している組合において、資材購入や研究開発等の組合事業が一部の組
合員についてのみ利用される場合においても、その効果が組合員事業の連携等を通じ究極的に他の組
合員にも及ぶことが明らかである場合

【組合質疑応答集（全国中小企業団体中央会編集発行）より転載】

Q：

A：

公平奉仕の原則の適用について



【経営者の退職金～「ゆとり」のために～】
運営組織：（独）中小企業基盤整備機構

共済制度
の

ご案内

　「小規模企業共済制度」は、小規模企業の個人事業主、共同経営者または会社等の役員が、個人事業主の廃
業、個人事業主の廃業に伴う共同経営者の退任、会社等の解散による役員の退任など、第一線を退いた時の生
活の安定、あるいは事業の再建などを図るために、小規模企業者の相互扶助の精神に基づき、自らの拠出によ
り行われる共済制度です。
毎月の掛金は、全額「小規模企業共済等掛金控除」として、課税対象所得から控除できます。
　また、一定の資格を満たす契約者は、納付した掛金合計額の範囲内で、事業資金等の貸付けが受けられます。
小規模企業共済制度は、法律に基づく国の制度で掛金は安全に運用されます。

《お問い合せ》  沖縄県中小企業団体中央会 総務課 ☎098ｰ860ｰ2525

小規模企業共済制度
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沖縄沖縄 巡り巡り

中央会では古切手や中央会では古切手や
書き損じハガキ等を回収しています書き損じハガキ等を回収しています

　本会では社会貢献活動の一環として、使用済みの古切手や書き損じハガキ等を
回収し、毎年12月に那覇市社会福祉協議会へ寄贈しています。回収された切手や
ハガキ類は、コレクターの方々にご購入いただいて換金された後、緊急に対応が
必要な世帯への支援物資などへ姿を変えて、必要としている方へ届けられています。
　古切手等回収用の「ボランティアBOX」も配布しておりますので、SDGsの一環
として取り組んでみませんか？

　株式会社第一パンは、1969年に創業し、沖縄県那覇
市に本社を構えるパンの製造・販売会社です。「顧客の
ニーズに応える商品作り」を経営理念に掲げ、食パン、
菓子パン、惣菜パンなど多彩な商品を提供しています。
2020年には創業50周年を迎え、復刻版商品の限定販
売を行い、幅広い世代から好評を博しました。
　新垣清太代表取締役社長は「消費者ニーズが多様化
する今般、よりオリジナルティーな商品作りを追求し、
お客様視点で"もっと美味しく"を探求していきます」と
語り、新商品開発にも積極的に取り組んでいます。

本社
〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4丁目236番地
TEL：098-886-2018
https://www.daiichi-pan.co.jp/index.html

株式会社第一パン
沖縄県製パン事業協同組合

1
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